
 

平成 23 年 2 月 17 日 
国際石油開発帝石株式会社 

広報・IR ユニット 
（電話 03-5572-0233） 

 
天然ガスからの高効率 CO2 回収技術の共同実証試験を終了（お知らせ） 

 
国際石油開発帝石株式会社は、日揮株式会社（日揮）およびドイツ化学メーカーBASF 社

（BASF）と共同で、天然ガスに含まれる二酸化炭素（CO2）の効率的な回収・除去に関する新

技術の実証試験を成功裏に終了しました。 
 
この CO2 回収技術（HiPACT： High Pressure Acid gas Capture Technology）は、日揮と

BASF によって開発されました。2010 年 8 月から当社は、日揮と BASF に協力し、当社の越路

原プラント（新潟県長岡市）にて、実際に稼働中の CO2 回収装置を用いて HiPACT の実証試験

を行い、所定の省エネ性能の発揮が確認されました。 
 
日揮および BASF は、この実証試験結果のフィードバックを活かし、世界各地の天然ガス生産

設備や化学品合成事業向けに HiPACT の商業展開を行います。 
 
 
 
～天然ガス生産事業における CO2 削減～ 
地中から産出される天然ガスの多くは不純物として CO2 を含んでいるため、パイプラインガスや

LNG（液化天然ガス）として輸送する場合、あるいは化学品として利用するためには、事前に CO2
を回収・除去する必要があります。しかしながら CO2 回収には大きなエネルギーが必要となるため、

これを回収する装置はプラント全体の設備投資や操業コストに大きな影響を与える要素となっていま

す。 
近年、環境負荷低減の一環として回収した CO2 を地下貯留（CCS：Carbon Dioxide Capture and 

Storage）する技術が注目を浴びていますが、この場合、CO2 を超臨界圧にまで昇圧する多大なエネ

ルギーが必要となり、CCS 推進のコスト障壁となっておりました。 
日揮と BASF は、2004 年から共同で HiPACT の開発に着手し、基礎研究およびパイロット試験を

通じて従来技術に比べ CO2 吸収性能が高く、かつ高圧状態においても CO2 を回収可能な溶剤の実用

化に目処をつけました。本プロセスを用いることで CO2 回収エネルギーを削減しプラント設備の省エ

ネに貢献すると同時に、CCS を行う場合においても、必要となる昇圧エネルギーの大幅な削減が可能

となります。今回の実証試験を通じ、大型天然ガスプラントにおける CO2 回収から圧縮までのコスト

は従来プロセスと比較し 25％～35％削減可能となることが確認されました。 
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